
 

＼学生スタッフより／  何かあれば気軽に声をかけてください。可能な限り親身に対応いたします♪ 

 

 

 

                                      

                                     

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

    
 

 

＼図書館学生スタッフの皆さんです／ 
 

 高橋宏明さんの作品 
（デザイン学部  造形デザイン） 

岡山県立大学附属図書館を愛してやまない、読書好きの男の子。小説や雑誌、百科事典など、種類を選ばずあらゆる本を読

む。（もちろん「OpuL」も毎号かかさず読んでいる。）図書館での読書や勉強はもちろんだが、何もせず、ぼーっとするのも

好きらしい。図書館が県大生の憩いの場になる事を願っている。少し前に、図書館の窓ガラスに暑さ対策が施されたことを

大変うれしく思っている。ちなみに名字は「本多」である。 

 名前：イスキー    

性別：男 

血液型：とっても貴重面なＡ型 

趣味：もちろん読書、図書館で勉強 

モットー：“図書館で飲食なんかしない” 

 

 

よろしくお願い 

します！ 

選書ツアーで私たちが選んだ本！ 
 

 

2008 年度新着図書の貸出 BEST３ 
 

 

図書の森 
 

■ 「レオナルド・ダ・ヴィンチ パリ手稿」  

■ 「大学の誕生」 （上）（下） 
■ 「環境問題をシステム的に考える」 

■ 「素敵にサイエンス」 
 

図書館からのお知らせ         



 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀伊國屋書店様にご協力をいただ

き、「選書ツアー2009」を開催しまし

た。 

各学科からの希望者など合わせて

16 人の参加がありました。 

参加者の皆さん、ありがとうござい

ました。 

 

選書も終わり、最後のアンケートを記入中。

どんな本を選んだのかな？             

 

学科の代表で来ているので、相談しな

がら慎重に選書しています。探すのに

も力が入りますよね。                    

紀伊國屋書店の方から、バーコードを読みとる

“ハンディターミナル”の操作説明を受けていると

ころです。        

本にバーコードがない～。紀伊國屋書店の方

に相談中。無事に選書できました。          

本を前もって調べてきている人もいました。

店内のどこにあるのか確認中。         

3人で協力して選んでいました。内容

も確認しながら大変そうです。             

別々に選んだけど、予算オーバーしてないか

な？まだ買えるかな？みんなで計算中。まだ買

える！と再度店内へ消えていきました。                     

-まずは説明を聞いてから- 

 

- 

-どこにあるのかな- 

 

-「これなんかどう？」- -しっかり内容確認- －まだ買えるかな？－ 

－お疲れさまでした－ －困った！質問－ 

今回参加できなかっ

た学生さん、次回を

お楽しみに！ 

－参加者募集－ 

ポスターを掲示して、参加者を

募集した結果、16 名の応募が

ありました。             

－参加賞－ 

参加賞としてお持ち帰りいただきました。               

こうして無事に選書ツアーは終了しまし

た。みなさん、お疲れさまでした。         

 

 図書カード 



 

 

◆単位が取れる微分方程式ノート他 
 

◆「単位」の本質：単位がわかれば相対論がわかる 
 

◆カーナビからはじめる相対性理論 
 

◆ゼロから学ぶ数学・物理の方程式 
 

◆ISO9001新旧規格の対象と解説 
 

◆大学教養最速マスター微分積分 
 

◆できる Windows７．活用編    他 

 

 
                学生さんによる選書の一部を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
  

 

 

 

                                                                           

                                            

                                             

                                            

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

       

選書ツアーで選んだ本を 12月中旬より

館内 1階に展示します。 

貸出も可能となっていますので 

是非ご覧下さい。 

 

■別冊図書館戦争 有川浩著 

■理工系のための解く! 力学 平山修著 

■ナイチンゲールの沈黙 海堂尊著 
 

 

 

ＴＶドラマで話題になった 

『チーム･バチスタの栄光』 

の続編です。 

２００８年のコメント賞でも 

紹介されました。 

■乳(ちち)と卵(らん)   川上未映子著 

■食堂かたつむり     小川糸著 

■エネルギーコントロール食：糖尿病、肥満，高脂血症、合併症など

（おいしい食事療法シリーズ：おいしく食べられる毎日の献立集：１） 

宗像伸子著 

 

■スバラシク実力がつくと評判の演習微積分キャンパスゼ

ミ：大学の数学がこんなにわかる！単位なんて楽に取れ

る！ 
馬場敬之、高杉豊著 

    

◆Ｏｓｃａｒ Ｎｉｅｍｅｙｅｒ Ｆｏｒｍ＆Ｓｐａｃｅ 
 

◆ＣＡＳＡ ＢＡＲＲＡＧＡＮ（カーサ・バラガン） 
 

◆音楽は自由にする 
 

◆日本のファッションデザイナー１００ 
 

◆生物の驚異的な形 
 

◆TOKYO FIBER SENSE WEAR ’09 
 

◆メキシコの住宅     他                 

◆看護過程展開ガイド：実習記録の書き方がわかる！ 
 

   ◆母子保健マニュアル 改訂 6版  
 

   ◆ナースの整形外科学        

   ◆認知症予防：読めば納得！脳を守るライフスタイルの秘訣 
 

   ◆最新生命科学キーワードブック：よくわかるキーワード辞典 
 

   ◆認知症高齢者 中庭のあるグループホーム 
 

   ◆福辺流 力のいらない介助術    他 
 

●自分の選んだ

本が図書館に入る

のかと思うと少し

緊張しましたが、

自分なりに考えて

必要だと思った本

を選んだつもりで

す。皆さんのお役

に立ってもらえれ

ば幸いです。 

●積極的に本を手に取り、

開いて中をみる、という機

会が最近少なかったので、

とても素敵な楽しい時間を

過ごすことができました。

自分が選んだ書籍が、他

の人達にも読んでもらえた

ら嬉しいです。色々な人が

建築に興味を持ってもらえ

たらいいなぁと思います。 

●初めて選書ツアーに参

加してみて自分の目で選

んだ本を図書館に入れて

もらえるということは、とて

もうれしい事だと感じまし

た。友人と一緒に「この本

はどんな時に使える・・・」

とこれまでの自分の学生

生活と本について考える

良い機会になりました。 

●選書ツアーに参加してみて、普段

もっとこんな本があったらいいのにな

と思うような本を学生の目線で選ぶ

ことができるので、参加してみて良

かったと思います。様々な本を見る

ことで勉強への意欲もわいたような

気がします。看護学科は図書館の

利用率も高いので、みんなが必要と

しているような本が選べれていたら

いいなと思います。 

◆◆◆◆◆◆◆                              ◆◆◆◆◆◆◆ 

展 示 の ご 案 内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境問題をシステム的に考える 
-氾濫する情報に踊らされないために－ 

 

化学同人刊  請求記号   519/IM 
 

 

地球環境と生活環境は相互に関連すると 

ともに、両者の保全が大きな課題になっています。 

本書は、人間の社会経済活動と地球の環境システムとの関係

を、システム的に考えることの重要性を説いています。 

はじめに、環境システム（太陽エネルギーを駆動源とする気候

システムと、人類に恵みをもたらす生物多様性で構成される）の

特徴とその変動特性を示し、次に、低炭素・共生・循環型社会へ

の転換、環境と経済との係わり、環境と資源エネルギー確保の

問題、環境管理に関する基本的な考え方を述べています。 

したがって、本書は、さまざまな分野に存在する個別の問題

を、環境システムの中で総合的に捉えて、人間－社会－自然の

調和を図りながら解決するための方向性を示す１冊と言えます。 

□通常開館 9:00～21:30    ■17時閉館 9:00～17:00    ■休館日 
 

【注意】開館日・開館時間は変更される場合があります。 

 最新の情報は図書館ホームページでご確認下さい。 

 December 
2009 12 

 

 January 
2010 1 

日 月 火 水 木 金 土 
 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 
 

     1 2 

6 7 8 9 10 11 12 
 

3 4 5 6 7 8 9 

13 14 15 16 17 18 19 
 

10 11 12 13 14 15 16 

20 21 22 23 24 25 26 
 

17 18 19 20 21 22 23 

27 28 29 30 31   
 

24 25 26 27 28 29 30 

       
 

31       

 

研究者編 

12月～1月 図書館カレンダー 

 

レオナルド・ダ・ヴィンチ パリ手稿 
 

 

レオナルドは謎の多い人物です。「パリ手稿」は彼が常に携帯して

いたメモやノートのたぐいで、驚くほど小さなものも含めて１２種から

成ります。忠実な弟子に遺贈され大切に保存されましたが、その死

後は散逸していました。売られたり一部切り取られた後、入手した篤

志家からの寄贈や盗品とわかり返却された物等、数奇な運命を辿っ

てパリのフランス学士院図書館の蔵書となりました。 

岩波書店刊   

請求記号 702.37／LE／1-1～13-2 
 

 

 

 

ここに紹介するのはそのファクシミリ版 

（写真複製版）で、現代イタリア語訳に 

日本語訳と解説が付されたものです。 

この他の多くの手稿と共に、レオナルド 

の生涯の断片を私たちに伝えています。 

 

 

中央公論新社刊   

請求記号：（上，下）377.21/AM 
 

 

振興を視野に入れた大学・学部の増設、 

官民の役割分担、大学の序列構造、教員 

の確保などが挙げられています。 

これらの問題のいくつかは現代的なものでもあるため、高等

教育システムの将来像を考える際に、歴史的な視点からのヒン

トを得ることができるでしょう。 

 

 

大学の誕生  （上）帝国大学の時代 ／（下）大学への挑戦 
 

 

日本における高等教育システムの成立について、明治 19 年の帝

国大学（現・東京大学）設立から第二次世界大戦初期の国立 18、公

立５、私立 26大学に至った過程を中心に述べています。 

この過程で遭遇した問題として、「国家の須要に応じる」ことを目

的とする大学と「高等の学術技芸を教授する」専門学校の棲み分

け、専門学校の大学化への挑戦に際しての苦悩、学生確保や産業 

－学 内 限 定 － 

JapanKnowledge は、日本大百科全書（ニッポニカ）、ラン

ダムハウス英和大辞典、情報・知識 imidas、現代用語の

基礎知識など百科事典・辞書を中心に、ニュース・学術

サイト URL 集など様々な情報源を集積しており、「知りた

こと」をいち早く検索できる総合データベースです。 

・・・・・・・・・・・・利用方法（学内限定）・・・・・・・・・・・・ 

ホームページ http://opulibsv.lib.oka-pu.ac.jp/にアクセス。 

学内者専用のデータベースからご利用ください。 

 

素敵にサイエンス  
 

－かがやき続ける女性キャリアを目指して－ 

女性のための理系進路選択 
 

近代科学社刊     請求記号  407/SU    
 

科学技術創造立国に向けて、自然科学系 

女性研究者の割合を増加させることが課題に 

なっています。本書は、岡山県に関わりのある人物を含む７名

の研究者のストレートな人生や紆余曲折を経て今日に至った人

生を描いています。登場人物にほぼ共通なことは、人との出会

いを大切にしたこと、旺盛な好奇心を持つとともに、チャンスを

見逃さない眼を平素から養い、チャンス到来と同時に果敢にア

タックしたことです。 

ところで「素敵」って？ ある研究者は「自分の現状に満足せ

ず、積極的に自分自身を発展させていくこと」と話しています。

また、編者は「いろいろなキャリアを持つ人が集まってこそ、多

様で豊かな発想を持つ社会が生まれる」と述べています。本書

は、素敵に生きたい皆さんへのレファレンスになるはずです。 

http://opulibsv.lib.oka-pu.ac.jp/

